


















ベース走としてのスピー下は、 100m当り20秒から22秒、 24秒、 26秒、 28秒、 30秒、 32秒、 34
秒までの8種類で、 28秒・ 30秒・ 32








種 目 平均値 標単偏差!
1 5 0皿走 〈秒〉 7 .50 
2 1 0 0 m走 (秒〉 1 4 . 0 2 o . 8 9 
3 1 5 0 0 m走 (秒) 3 6 1 . 9 3 37.34 
4 1 2分間テスト (m) 2575. 7 258 . 2 
5 5km走 〈分・秒〉 2 3・52 2・25 










































項 目 平均値 標準偏差
身 長 ( cm) 1 6 8. 5 3 5 8 5 
体 体 重 ( kg) 5 7 1 1 8 9 8 
胸 困 ( cm) 8 2 6 9 5. 5 4 
格 座 高 ( cm) 9 0 o 5 3. 3 1 
反復横とぴ (点) 46 6 6 3. 9 8 
体 垂直とぴ ( cm) 52. 9 6 7. 1 9 
背筋力 ( kg) 129争 22 1 7. 5 3 
握力 (kg) 42. 9 9 6. 98 
伏臥上体そらし(cm) 5 2. 4 0 7. 0 9 
力 立{立体前屈 ( cm) 1 1. 9 0 5 9 2 
踏み台昇降運動(指) 7 1 6 5 1 2. 2 9 
ーー ・.~. .・..........ー . -・・....申 ・， ........ 
体力合計点 (点) 2 3. 6 2 2 8 6 
50m走 (秒) 7. 4 6 O. 4 3 
運 走り幅とび ( cm) 444.38 4 1. 9 3 
動 ハンドポール投 (m) 24. 58 3. 7 9 
能 斜め懸垂腕屈伸(回) 5. 1 0 3 o 1 
力 持久走(I500m) 秒) 357 1 5 2 9. 2 2 
-・. ・4 ・ 4・骨 骨・ .ー..・ ・申. -・・・ー・..・・ー ..ー ・. . 















































ンをみると、②→ 走行距離パターン(1 0 0皿当りのペース〉
人 数
2 0 2 2 2 4 2 6 2 8 3 0 3 2 
③→⑥のパターン
が多い傾向がみら 順 位 秒 秒 秒 秒 秒 秒 秒
れた。次に、③→
1位 ①→ ②→ ②→ ③→ ⑥ 1 5 
④→⑥であった o 2位 ①→ @司令 @ー + ⑥ 1 2 
2位 ①→ ①→ ②ー + @ー + @ 1 2 
4位 ①ー + ①→ @ー + ⑥ 1 1 
よって、走スピー
ドの低下とその走 4位 ①→ ①→ ②ー + ⑤→ ④→ @ 1 1 
行距離は比例する B位 ①→ @→ ③ー ' ④ー + ⑥ 7 
6位 ①→ ①→ ①→ @ー + @→ @ 7 
ものではないこと 8位 @→ ③→ ⑥ B 
が推測される。ま 8位 @→ ②司令 ③→ @ 6 
8位 ①→ @→ @→ ④→ @ 6 
た、あるスピード 8位 ①→ ①ー + ②→ ②→ @ 































1 0 0 m 当りのベース








1 2分間走テストで 28 0 0 - 3 0 0 0 m走れた者の
ベースパターンの多い順位
1 0 0 m 当りのベース
2 0 2 2 2 4 2 6 2 8 3 0 3 2 3 4 人数
秒 秒 秒 秒 秒 秒 秒 秒
①→ @→ @→ @ 8 
①→ @→ @→ @ 5 
①→ ②→ ②→ @→ @ 5 
②→ @→ @ 4 
@→ ②→ @→ 母 4 
①→ ①→ @→ @ 4 
@→ ②→ @→ @→ 母 3 
①→ @→ ③→ ④→ @ 3 
②→ @→ ④→ @ 2 
@→ @→ @→ @→ @ 
①→ ①→ @→ @→ @→ @ 
①→ ①→ ①→ @→ @→ @ 2 
12分間走テストの走行距離(走能力)と一定ベースでの走行距離(持続)パターンの関係
1 2分間走テストで 25 00-2 7 0 0 m走れた者の
ベースパターンの多い順位
ベース 1 0 0 m 当りのペース
2 0 2 2 2 4 2 6 2 8 3 0 3 2 3 4 人数
順位 秒 秒 秒 秒 秒 秒 秒 秒
i位 ①→ ①→ ②→ @→ @ 9 
2位 ①→ 
②①@-→  → e
②→ 母→ @ 8 
2位 ①→ @→ @→ 骨→ @ 8 
4位 ①→ ③→ @ 7 
5位 ①→ ②→ 窃→ @ 5 
5位 ①→ ①→ 昏→ @→ @ 5 
7位 ①→ 
②①②→  → 
@→ @ 4 
7位 ①→ @→ ④→ @ 4 
9位 ①→ @→ @→ @ 3 
9位 ①→ ①→ ①→ @→ 曜b 3 
9位 ①→ ①①→  ①→ ②→ 
@ 3 
9位 ①→ ①→ ②→ 骨→ @ 3 I 
表 4-3
1 2分間走テストで 22 0 0 ~ 2 4 0 0 m走れた者の
ベースパターンの多い順位
ベース 1 0 0 m 当りのベース
2 0 2 2 2 4 2 6 2 8 3 0 3 2 3 4 人数
順位 秒 秒 秒 秒 秒 秒 秒 秒
1位 ①→ ①→ ②→ @→ ③→ @→ @ 4 
2位 ①→ ①→ @→ @→ ⑨ 3 
2位 ①→ ①→ @→ @→ @→ @ 3 
2位 ①→ 〈む→ @→ @→ @→ @ 3 
2位 ①→ ①→ ①①→  ②→ 母@→ 
@ 3 
2位 ①→ 
①@→  @→ @→ 
@ 3 
7位 ①→ ②→ @→ @ 2 
7位 ①→ 
①①→ 
①→ @→ 骨→ @ 2 
7位 ①→ ①→ @→ @→ ④→ @ 2 
7位 ①→ ①→ ①→ @→ @→ 骨→ @ 2 
7位 ①→ ①①→ ①→ ②→ @→ 窃→
@ 2 
7位 ①→ ①→ @→ ②→ @→ @→ @ 2 
表 4-4
1 2分間走テストで 19 0 0 - 2 1 0 0 m 走れた者の
ベースパターンの多い順位
ベース 1 0 0 m 当りのベース
2 0 2 2 2 4 2 6 2 8 3 0 3 2 3 4 人数
順位 秒 秒 秒 秒 秒 秒 秒 秒
I位 ①→ ①→ ①→ ①→ @→ 母→ ②→ @ 2 
2位 ①→ 
①①①→  → 
①→ ②→ @→ @→ @ l 
2位 ①→ ①→ ①③→ ②→ ②@→ @@→  d@ b
l 
2位 ①→ ①→ @→ 
2位 ①→ ①→ ①→ ①→ ①→ ①→ @→ 也 l 
2位 ①→ ①→ ①→ ①→ ①ーφ ①→ ②→ @ l 




② 1 k m以上
@ 4km以上
?? ?



























? ? ? ??
?
図3-1 12分間走テストが3100m.......3300mの者の創T距離パター ン





国3-2 12分間走テヌトが2800血 .......3000皿の者の走行距雌パター ン
? ???
12分間走テストの走行距離(走能力)と一定ベースでの走行距離(持続)パターンの関係

































































した。一番早く 5km走行出来たのが3通り存在し、 100m28秒で5km持続出来た。一番遅く 5
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